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２次元色彩計 LED電子色票 レーザー塗膜除去装置

3ポートＹ字型電力ルータ
試作機（直流400V, 10 kW） レジリエントな電力ネットワーク

バイトガード

研究成果発表会

カナダ・アルバータ州との合同セミナー

先端光・電子技術による輸送機器用次世代技術、新農業、
健康・医療及び光エネルギー分野の基幹産業化を推進

地域イノベーション戦略

　浜松・東三河地域の革新的気質、事業化への経験と実績、イノベーションの源泉である基盤技
術と研究成果を発展させ、先端光・電子技術を基盤とする新産業の創出を進めるとともに、産・
学・官・金が横の関係で結びつく水平連携型（ネットワーク型）の産業構造を構築します。先端
光・電子技術を基盤として、よりよいＱＯＬ(Quality of Life)を志向する安全・安心・快適で成長
可能な社会を実現するための「ライフフォトニクスイノベーション」を持続的に展開します。

【事業概要】
　地域におけるイノベーションの連続展開を図るため、産学官金
が参画し、地域企業と大学等とのマッチングから製品開発、事業
化、販路開拓まで一貫して支援する方策を議論する「イノベーショ
ンアリーナ」を構築し、それぞれの役割に応じて「ライフフォトニク
スイノベーション」の持続的展開に取り組んでいます。

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積
　招へいした研究者によるテラヘルツ波を含むあらゆる波長域の
医療・創薬への応用研究を行い、診断・分析に役立つ医療機器や
創薬への応用技術の開発・研究に取り組んでいます。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの
　 開発及び実施
　光産業創成プロデューサー育成プログラム及び最先端植物工
場マネージャー育成プログラムの開発と実施に取り組んでいます。

3. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化
　高速CT装置や高磁場MRI装置の産学官共同利用を促進し、産
学・学学連携研究の加速に取り組んでいます。

4. 大学等の知のネットワークの構築
　各大学が保有する技術や知的クラスター創成事業の研究開発
成果を基に、地域連携コーディネーターが光・電子技術関連製品
等の事業化や販路開拓に取り組んでいます。

5. 国際競争力強化の取組
　光関連産業が集積するドイツ・イエナ地区を中心に海外研究機
関・企業との交流を継続し、地域企業の海外進出を支援しています。

【主な成果】
1. 大学発技術の社会還元　
（1）人が見たとおりの色を計測　～2次元色彩計～
　正確な色分布測定により対象物の色や質感を数値化すること
ができます。従来の目視検査に代わる色彩検査機器となる可能性
を持ち、平成26年には自動車メーカーからものづくり技術賞を
受賞しました。

（2）次世代高性能カメラの色標準　～LED電子色票～
　8K映像を含む次世代高性能カメラの色取得特性を測る上で標
準となる色を表示することができます。人が見たとおりの色域を再
現できるため、新たな色の基準としての利用が期待されています。

（3）レーザー照射による塗膜除去　～レーザー塗膜除去装置～
　大学発ベンチャー企業が、レーザー照射による塗膜除去の方法
を実用化しました。橋梁等の再塗装にあたり、従来のサンドブラ
ストやグラインダーによる塗膜除去の方法における粉じんの飛散
や騒音の発生等の問題を解決する技術です。

2. 光技術の応用を支える人材の育成
　最先端植物工場マネージャー育成プログラムでは、光技術を応
用した植物工場の運営等に携わる人材として、40名を超える「IT
食農先導士」や「植物工場管理経営士」を養成しました。
　また、光産業創成プロデューサー育成プログラムの修了生も70
名を超え、この中からは新たに起業する者も生まれました。

3. 新分野への進出（第2創業）　～バイトガード～
　全身麻酔手術の人工呼吸時に、口か
ら肺に挿入する気管チューブや舌を噛
んでしまう事例を防止するため、浜松
医科大学との共同研究により、これらの
保護具として開発しました。本事業を
きっかけに、開発企業は、主力のプリン
ト基板加工用機器等の製造販売から、
新たに医療機器分野へ進出しました。

【主な成果】
１．レジリエント（しなやかで強靭）な電力ネットワークの実現へ！

　エネルギーを「使う」観点では、持続可能な社会を実現する電力

システムとして従来の発電所から企業・家庭に一方向で供給するので

はなく、必要な時に必要な場所に簡単に電力を融通し合える、双方

向かつネットワーク化の発想を取り入れ、さらに災害時には、複数の

供給ルートを確保する革新的電力供給システムの構築を目指し、電力

網と情報通信網との融合を検討してきました。

　その実現のため、地元中小企業と連携して、直流・交流の電力を自

由に融通し合えるネットワーク化の容易な3つの出入口を持つ「3

ポートY字型電力ルータ（電力変換器）」を試作し、中核部分となる

直流400V、10ｋWの電力配分機能の動作を実証したところです。

2．国際展開

　京都ではCO2と水からメタノールを合成する研究を進めており、平成

27年度は、CO2の再利用

で世界をリードしているカ

ナダ・アルバータ州政府機

関の方々を招き、CO2と水

から燃料を合成する技術

に関する合同セミナーを開

催し、それぞれの研究成果

について情報交換を実施

しました。

●国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

浜松・東三河ライフ
フォトニクスイノベーション

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…浜松商工会議所、豊橋商工会議所、
　　サイエンス・クリエイト、
　　浜松地域イノベーション推進機構
学…静岡大学、浜松医科大学、光産業創成大学院大学、　　
　　豊橋技術科学大学
官…静岡県、愛知県、浜松市、豊橋市
金…静岡銀行、浜松信用金庫、遠州信用金庫、豊橋信用金庫
　

　本地域では、先端光・電子技術を基盤として高付加価値の製品が次々
と生み出され、革新的な技術・製品開発に携わりたい人やサービスを受
けたい人が世界中から集積する地域の実現を目指し、「浜松・東三河型
イノベーションエコシステム」の形成に取り組んでいます。

略歴：昭和49年に日立製作所入社、平成
25年4月に浜松地域イノベーション推進
機構専務理事に就任、平成28年1月から
プロジェクトディレクターを兼務。

プロジェクトディレクター

増 田 　 洋 介

地域イノベーション戦略

　京都には、最先端の研究を行う大学と独自技術をもつ企業が集積し、これが強みとなっていま
す。基礎研究から事業化までを目指す京都モデルを構築し、世界から研究者が集まり、継続的に
イノベーションを創出する地域を目指します。科学技術の活用による世界最高水準の知と独自
技術の結集・融合を多様なコーディネータ人材がチームとして組織力を発揮する中で実現し、
グリーン分野、ライフ分野など異分野融合を実現するシステムを構築します。

　平成27年12月に開催されたCOP21の合意により、我が国の温室効果ガスの

排出量は、従来の延長線上でない、非連続性の高い革新的な技術によって大幅

に削減する必要があります。京都には、将来に向けて研究開発を推進し、未来に

貢献していく責務があり、京都次世代エネルギーシステム創造戦略に基づき地域

連携コーディネータが企業ニーズを把握し、開発段階であっても、その時点で得ら

れた研究成果を切り出し、事業展開を促進し、地域振興に貢献していきます。

略歴：昭和５６年京都市職員採用、
１６年間商工行政を担当、退職後
中小企業に勤務。京都環境ナノ
クラスター事務局長を経て現職。
経営学修士。

プロジェクトディレクター

向 井 　 雅 昭

世界最高水準の最先端の知と独自技術を結集・融合した
京都次世代エネルギーシステム創造戦略

●国際競争力強化地域（平成25年～29年度）

京都科学技術イノベーション
創出地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…京都商工会議所、京都工業会、
　　京都府中小企業団体中央会
学…京都大学、京都工芸繊維大学、同志社大学
官…京都府、京都市、京都産業21、
　　京都高度技術研究所
金…京都銀行、京都信用金庫、京都中央信用金庫
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http://www.haipro.jp/ http://www.resik.jp/

事業の内容

【事業概要】
1．エネルギーを「蓄える」、「創る」、「使う」の3つの観点で研究開発

　地域内外で取り組まれているエネルギー分野における研究開発の

情報共有・連携等を行い、京都地域全体でエネルギー分野における

課題解決、新事業創出の促進を図っています。出口を見据えた産学

連携研究活動を目指します。

2．地域連携コーディネータによる知のネットワークの構築

　地域連携コーディネータ7名を配置し、それぞれの得意とする活動

範囲を見極め、組織的な活動を行う仕組みを構築します。京都大学、

京都工芸繊維大学、同志社大学の各研究テーマに沿って研究会を立

ち上げ、多数の関連企業の参画の下、研究成果の実用化に向けたプロ

ジェクト形成を強力に推進しており、成果発表会などで研究成果の共

有を行っています。

3．人材育成プログラムの開発及び実施

　地域連携コーディネータが、イノベーション創出の成果を上げてい

くために、個人の専門分野での卓越した知識や活動ノウハウを共有し、

組織的なコーディネート活動を構築することを目的に産学公連携コー

ディネータ研鑽会や交流会を実施します。また、ビジネスモデルやプロ

ジェクトマネジメントに関する研修「事業化プロデューサー養成講座」

も実施します。

事業の内容


